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核融合炉ブランケットでの適用が検討されている機能性セラミックス被覆に対して、中性子による照射影響

の模擬として金イオン照射を行った後に電気化学インピーダンス測定を行い、セラミックス被覆の諸特性に

与える影響を調査した。 
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1. 緒言 

核融合炉ブランケットにおけるトリチウムの透過漏洩や MHD 圧力損失を抑制するために、構造材料にセ

ラミックス被覆を施す研究が進められている。一方、ブランケット内は高エネルギーの中性子照射環境であ

るため、放射線照射による被覆への影響はきわめて重要である。先行研究において、中性子の模擬として Ni

や Fe イオンを用いて照射影響を調査し、機能性被覆の諸特性に影響を及ぼすことが確認された[1]。そこで本

発表では、酸化ジルコニウム被覆（ZrO2）および酸化イットリウム被覆(Y2O3)に対して、中性子によっても

たらされる損傷である核的損傷がより大きい Au イオンを照射しセラミックス被覆に対する電気伝導度に与

える影響を調査した。 

2. 実験手法 

低放射化フェライト鋼 F82H を基板として用い、ZrO2被覆を液相法で、Y2O3被覆を気相法で作製した。被

覆試料に対して、タンデム加速器を用いて 8 MeV の Au イオンを 3.7 × 1018～5.8 × 1019 m-2となるまで照射し

た後、電気化学インピーダンス測定を行った。 

3. 結果・考察 

図に 3.7 × 1018 m‒2まで照射した ZrO2被覆に対する交流伝

導度の各温度における周波数依存性を示す。450 ºC 以下では

照射試料の交流伝導度は一定の値を示す一方、500 ºC 以上で

は周波数に依存し、文献[2]と同様の挙動を示した。これは、

高温下における部分的な欠陥の回復および被覆の結晶化に

よって、照射影響で消失したセラミックスの伝導機構の本来

の特性が回復したためと考えられる。発表では、2.9 × 1019お

よび 5.8 × 1019 m‒2 まで照射した試料における交流伝導度の

周波数依存性およびナイキストプロットについて報告する。 
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